９月　中３入試対策の意義と心構え

夏休みも終わり、中学生はほとんどの学校で定期考査が終了し中3生は本格的に受験勉強に取り組める時期になってきました。当塾では入試対策の一環として9月～11月までの3ヶ月間、毎週、土曜日に理社トレーニングがスタートします。入試において最終的な伸びしろは、理科、社会の得点になってきます。早目に仕上げることで自分の得点源の科目として自信を持って入試に挑める状態を作ることができます。そのためには理社ともども得意分野・単元をより多く作らせることが大切です。

理社を得点源にするための　おすすめ単元　
　
理科：1.2年の物理範囲　　2.3年の化学範囲
社会：日本地理　　　歴史（江戸時代～）
※上記単元は出題される可能性が高いため

勉強方法・指導方法として
1週間スパンで目標の単元を克服する勉強、基礎から入試レベルまで深く勉強していくことも大切です。また、月1回実施される模試を目標にして勉強させ、また、間違えた問題を復習して、ノートにまとめさせることで知識の定着を図っていきます。また、講師の皆さんにお願いしたいことは、授業の際に、入試に向けてどのような勉強をしているか、現在進行形を確認して下さい。そして、合格するためのアドバイスをして叱咤激励をして下さい。その際の状況を教室長に報告して、担当の生徒の現状を共有して、その子にとって成績が上がる正しい方向（未来形）を一緒に考えていきたいと思います。

最後に、作家ローレン・アイズリーの「星を投げる人」という有名なエッセイがあります。

≪海岸を散歩していると少年がヒトデを海に投げていた。何をしているのかと尋ねると、少年は「海に戻してやらないとヒトデが死んでしまう。」と答えた。
私はそんなことをしても、海岸中がヒトデだらけなんだから、すべてのヒトデを助けられないし、意味がないだろうというと、少年は少し考えて、またヒトデを海に投げた。そして私にこう言ったのだ。
「でも今投げたヒトデにとっては意味があるでしょう。このヒトデは助かったよ。」と。≫

この話において、ヒトデ＝塾生、海＝授業・指導、少年＝指導者、私＝世間と置き換えて考えて下さい。目の前にある、ひとつひとつの授業から大切にしっかり熱意を持って行う事＝「ヒトデを海に戻すこと」で、小さな成功体験を与え将来、その子にとって大きな成果につながることを信じて、ヒトデを海に戻し続けるのみです。
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